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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表日】平成29年12月21日(2017.12.21)
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/513    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/78     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  417/04     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  417/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4439   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/444    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/506    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/513    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/53     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/14     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/78     １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月27日(2018.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
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【化１】

〔式中、
　Ａは、（Ａ－ｂ）～（Ａ－ｆ）

【化２】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＡラジカルであり；及び、
　Ｂ２は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハ
ロアルコキシ、並びに、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル及びシク
ロアルケニルの群から選択されるラジカルであり；
　Ｑは、酸素又は硫黄であり；
　Ｒ１は、水素、アルキル、アルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２は、（ａ）
【化３】
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［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＢラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｂ）　（Ｄ－１）～（Ｄ－３）

【化４】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＤラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｃ）　式

【化５】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｄ）　式
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【化６】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｅ）　（Ｆ－１）～（Ｆ－１１）

【化７】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＦラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｆ）　式

【化８】
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［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｇ）　置換されていてもよいフェニルであり；
ここで、
　Ｇ２は、水素であるか、又は、以下の群から選択されるラジカルであり：ハロゲン、ニ
トロ、アミノ、シアノ、アルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アル
キル、ハロアルキル、飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキル
は、置換されていてもよく、及び、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）、シ
クロアルキルアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、ハロゲン化
アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキル
スルホニルアルキル、ビス（アルコキシ）アルキル、ビス（ハロアルコキシ）アルキル、
アルコキシ（アルキルスルファニル）アルキル、アルコキシ（アルキルスルフィニル）ア
ルキル、アルコキシ（アルキルスルホニル）アルキル、ビス（アルキルスルファニル）ア
ルキル、ビス（ハロアルキルスルファニル）アルキル、ビス（ヒドロキシアルキルスルフ
ァニル）アルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、α－ヒドロ
キシイミノアルコキシカルボニルアルキル、α－アルコキシイミノアルコキシカルボニル
アルキル、Ｃ（Ｘ２）ＮＲ３Ｒ４、ＮＲ６Ｒ７、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、
アルキルスルホニル、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスル
ホニル、ヘテロシクリルラジカル［ジオキサニル、ジオキソラニル、ジオキセパニル、ジ
オキソカニル、オキサチアニル、オキサチオラニル、オキサチエパニル、オキサチオカニ
ル、ジチアニル、ジチオラニル、ジチエパニル、ジチオカニル、オキサチアニルオキシド
、オキサチオラニルオキシド、オキサチエパニルオキシド、オキサチオカニルオキシド、
オキサチアニルジオキシド、オキサチオラニルジオキシド、オキサチエパニルジオキシド
、オキサチオカニルジオキシド、モルホリニル、トリアゾリノニル、オキサゾリニル、ジ
ヒドロオキサジアジニル、ジヒドロジオキサジニル、ジヒドロオキサゾリル、ジヒドロオ
キサジニル及びピラゾリノニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、アル
キル、ハロアルキル、アルコキシ及びアルコキシアルキルで置換されていてもよい）］、
フェニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、シアノ、ニトロ
、アルキル及びハロアルキルで置換されていてもよい）、ヘテロアリールラジカル［ピリ
ジル、ピリジルＮ－オキシド、ピリミジル、イミダゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、
チアゾリル、フラニル、チエニル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサジアゾリル、チ
アジアゾリル、ピラジニル、トリアジニル、テトラジニル及びイソキノリニル（ここで、
これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、
アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチオ、アルキルチオアルキ
ル及びシクロアルキルで置換されていてもよい）］、及び、ヘテロアリールアルキルラジ
カル［トリアゾリルアルキル、ピリジルアルキル、ピリミジルアルキル及びオキサジアゾ
リルアルキル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン及びアルキル
で置換されていてもよい）］；
又は、
　Ｇ２は、（Ｃ－１）～（Ｃ－９）
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【化９】

［ここで、破線は、Ｂラジカルへの結合を示している］
の群から選択されるＣラジカルであり；
　Ｘは、酸素又は硫黄であり；
　Ｘ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル
、アルコキシ及びハロアルコキシの群から選択されるラジカルであり；
　Ｘ２は、酸素、硫黄、ＮＲ５又はＮＯＨであり；
　Ｌは、酸素又は硫黄であり；
　Ｖ－Ｚは、Ｒ２４ＣＨ－ＣＨＲ２５又はＲ２４Ｃ＝ＣＲ２５であり；
　ｎは、１又は２であり；
　ｍは、１、２、３又は４であり；
　Ｒは、ＮＲ１８Ｒ１９であるか、又は、以下の群から選択されるいずれの場合にも置換
されていてもよいラジカルであり：アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアル
キル、アルキル－Ｓ－アルキル、アルキル－Ｓ（Ｏ）－アルキル、アルキル－Ｓ（Ｏ）２

－アルキル、Ｒ１８－ＣＯ－アルキル、ＮＲ１８Ｒ１９－ＣＯ－アルキル、シクロアルキ
ル、シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルアルキル、ヘテロシ
クリル、ヘテロシクリルアルキル、フェニル、フェニルアルキル、ヘタリール、及び、ヘ
タリールアルキル；
　Ｒ３は、水素又はアルキルであり；
　Ｒ４は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシ
カルボニルアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキル
スルホニルアルキル、アリール、アリールアルキル及びヘタリールアルキルの群から選択
されるラジカルであり；
　Ｒ５は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシ
カルボニルアルキル、アルキルチオアルキル、アリール、アリールアルキル及びヘタリー
ルアルキルの群から選択されるラジカルであり；又は、
　Ｒ３とＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒素、
酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい）を
形成し；又は、
　Ｒ３とＲ５は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環を形成し；
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　Ｒ６は、水素又はアルキルであり；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルキルアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、アル
キルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、アル
コキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキルチオアルキル、アリール、
アリールアルキル及びヘタリールアルキルの群から選択されるラジカルであり；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒素、
酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい）を
形成し；
　Ｒ８は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルコキシ、ハロアルコキ
シ、アルケニル、アルコキシアルキル、いずれの場合にもハロゲンで置換されていてもよ
いアルキルカルボニル及びアルキルスルホニル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコ
キシカルボニル、並びに、ハロゲン－、アルキル－、アルコキシ－、ハロアルキル－及び
シアノ－で置換されていてもよいシクロアルキルカルボニル、又は、カチオン、又は、ア
ルキル－若しくはアリールアルキル－で置換されていてもよいアンモニウムイオンの群か
ら選択されるラジカルであり；
　Ｒ９は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル及びアルキニル
、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキルアルキル及び
シクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接
してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含んでいて
もよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリール、アリール
アルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいアミノ基の群から
選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－１）ラジカル及び（Ｆ－１）ラジカルにおけるＲ８とＲ９は、それらが結合して
いるＮ－Ｓ（Ｏ）ｎ基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（
ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及
び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカ
ルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１０は、水素又はアルキルであり；
　（Ｃ－２）ラジカル及び（Ｆ－２）ラジカルにおけるＲ８とＲ１０は、それらが結合し
ている窒素原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（ここで
、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素
の群から選択される少なくとも１個のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカ
ルボニル基を含んでいてもよい）であることもでき；
　（Ｃ－２）ラジカル及び（Ｆ－２）ラジカルにおけるＲ９とＲ１０は、それらが結合し
ているＮ－Ｓ（Ｏ）ｎ基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環
（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）
及び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１の
カルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１１は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アル
キニルオキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルケニルオキシ、シク
ロアルキルアルコキシ、アルキルチオ、アルケニルチオ、フェノキシ、フェニルチオ、ベ
ンジルオキシ、ベンジルチオ、ヘテロアリールオキシ、ヘテロアリールチオ、ヘテロアリ
ールアルコキシ及びヘテロアリールアルキルチオの群から選択されるいずれの場合にも置
換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１２は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アル
キニルオキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルケニルオキシ、シク
ロアルキルアルコキシ、アルキルチオ、アルケニルチオ、フェノキシ、フェニルチオ、ベ
ンジルオキシ、ベンジルチオ、ヘテロアリールオキシ、ヘテロアリールチオ、ヘテロアリ
ールアルコキシ及びヘテロアリールアルキルチオの群から選択されるいずれの場合にも置
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換されていてもよいラジカルであり；
　（Ｃ－３）ラジカル及び（Ｆ－３）ラジカルにおけるＲ１１とＲ１２は、それらが結合
しているリン原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい５～７員の環（ここ
で、該環は、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び硫黄の群
から選択される１個又は２個のヘテロ原子を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１３は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフェニルアルキルの群か
ら選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１４は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフェニルアルキルの群か
ら選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１５は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル及びアルキニ
ル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキルアルキル及
びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣
接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含んでい
てもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリール、アリー
ルアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいアミノ基の群か
ら選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－６）ラジカル及び（Ｆ－６）ラジカルにおけるＲ８とＲ１５は、それらが結合し
ているＮ－Ｓ（Ｏ）ｎ基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環
（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）
及び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１の
カルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１６は、水素、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルコキシ、アル
ケニル及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロ
アルキルアルキル及びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原
子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘ
テロ原子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテ
ロアリール、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていても
よいアミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－７）ラジカル及び（Ｆ－７）ラジカルにおけるＲ８とＲ１６は、それらが結合し
ている窒素原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（ここで
、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素
の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカルボニ
ル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１７は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルコキシ、アルケニル
及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキ
ルアルキル及びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、
互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原
子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリ
ール、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいア
ミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－８）ラジカル及び（Ｆ－８）ラジカルにおけるＲ８とＲ１７は、それらが結合し
ているＮ－Ｃ（Ｘ）基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（
ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及
び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカ
ルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１８は、水素、ヒドロキシル、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、ア
ルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル
、アルキルスルホニルアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルケニ
ル及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアル
キルアルキル、シクロアルケニル及びシクロアルケニルアルキル（ここで、該環は、硫黄
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、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択さ
れる少なくとも１個のヘテロ原子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されてい
てもよいアリール、アリールアルキル、ヘテロアリール及びヘテロアリールアルキル、並
びに、置換されていてもよいアミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ１９は、水素の群から選択されるラジカルであるか、又は、アルカリ金属イオン若し
くはアルカリ土類金属イオンであるか、又は、Ｃ１－Ｃ４－アルキルで１～４置換されて
いてもよいアンモニウムイオンであるか、又は、アルキル、アルコキシ、アルコキシアル
キル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル及びアルキルスルホニルア
ルキルの群から選択されるいずれの場合にもハロゲン－若しくはシアノ－で置換されてい
てもよいラジカルであり；
　Ｙ１及びＹ２は、独立して、Ｃ＝Ｏ又はＳ（Ｏ）２であり；
　Ｙ３は、水素、ハロゲン、シアノ、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルコ
キシ、ハロアルコキシ及びＮＲ２０Ｒ２１の群から選択されるラジカルであり；
　Ｗは、Ｏ、Ｓ、ＳＯ及びＳＯ２の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２２は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルケニル、ハロアルケ
ニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルコキシ、ハロアルコキシ、ハロゲンで置換され
ていてもよいアルコキシアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいビス（アルコキシ）
アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルファニルアルキル、ハロゲンで
置換されていてもよいアルキルカルボニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいア
ルキルスルフィニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルホニルアル
キル、ジアルキルアミノスルファニルアルキル、ジアルキルアミノスルフィニルアルキル
、ジアルキルアミノスルホニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコキシカ
ルボニル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコキシカルボニルアルキル、ハロゲンで
置換されていてもよいアルキニルオキシ、ハロゲンで置換されていてもよいアルキニルオ
キシカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、Ｎ－アルキル－Ｎ－シクロアルキルアミ
ノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニルアルキル、Ｎ－アルキル－Ｎ－シクロアルキ
ルアミノカルボニルアルキル、ヘテロシクリルカルボニルアルキル、アルキルスルファニ
ル、ハロアルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、ア
ルキルスルホニル、ハロアルキルスルホニル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキ
ルは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルコキ
シ、ハロアルコキシ、アルコキシカルボニル、ハロアルコキシカルボニル又はヘタリール
（ここで、該ヘタリールは、それに関する限り、アルキル又はハロゲンで置換されていて
もよい）で置換されていてもよい）、シクロアルキルカルボニル（ここで、該シクロアル
キルカルボニルは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキ
ル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシカルボニル、ハロアルコキシカルボニル又
はヘタリール（ここで、該ヘタリールは、それに関する限り、アルキル又はハロゲンで置
換されていてもよい）で置換されていてもよい）、シクロアルキルアルキル（ここで、該
シクロアルキルアルキルは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、シク
ロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシカルボニル、ハロアルコキシカル
ボニル又はヘタリール（ここで、該ヘタリールは、それに関する限り、アルキル又はハロ
ゲンで置換されていてもよい）で置換されていてもよい）、置換されていてもよいヘテロ
シクリル、ヘテロシクリルアルキル（ここで、該ヘテロシクリルアルキルは、ハロゲン、
シアノ（アルキル部分にある場合を包含する）、ニトロ、ヒドロキシル、アルキル、ハロ
アルキル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、置換されていてもよい）、ア
ルコキシ、ハロアルコキシ、アルキルチオ、ハロアルキルチオ、アルキルスルフィニル、
アルキルスルホニル、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、アミノ、ア
ルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルア
ミノ、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキルアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル又はアミノカルボニルで
置換されていてもよい）、アリール（ここで、該アリールは、ハロゲン、シアノ、ニトロ
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、ヒドロキシル、アミノ、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル（ここで、該シクロ
アルキルは、置換されていてもよい）、アルコキシ又はハロアルコキシで置換されていて
もよい）、アリールアルキル（ここで、該アリールアルキルは、ハロゲン、シアノ（アル
キル部分にある場合を包含する）、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、アルキル、シクロア
ルキル（ここで、該シクロアルキルは、置換されていてもよい）、ハロアルキル、アルコ
キシ又はハロアルコキシで置換されていてもよい）、ヘタリールアルキル（ここで、該ヘ
タリールアルキルは、ハロゲン、シアノ（アルキル部分にある場合を包含する）、ニトロ
、ヒドロキシル、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキル
は、置換されていてもよい）、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルキルチオ、ハロアルキ
ルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルスルフィニル、ハロ
アルキルスルホニル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルカルボニル
アミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキル、
アルケニル、アルキニル、シクロアルキルアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカ
ルボニル又はアミノカルボニルで置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルで
あり；又は、
　Ｒ２２は、（Ｄ－１）～（Ｄ－３）
【化１０】

の群から選択されるＤラジカルであり；
又は、
（Ｅ－１）～（Ｅ－１１）

【化１１】
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及び、（Ｅ－１８）～（Ｅ－５１）
【化１２】
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の群から選択されるＥラジカルであり；
又は、
　Ｒ２が、（ｄ）のラジカルのうちの１つである場合は、
　Ｒ２２は、さらに、（Ｅ－１２）～（Ｅ－１７）

【化１３】

の群から選択されるＥラジカルであり；
　Ｒ２０は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、並びに、いずれ
の場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、
シクロアルキルアルキル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、シクロア
ルキルオキシ、アルキルカルボニルオキシ、アルケニルカルボニルオキシ、アルキニルカ
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ルボニルオキシ、シクロアルキルカルボニルオキシ、アルコキシカルボニルオキシ、アル
キルスルホニルオキシ、アルキルアミノ、アルケニルアミノ、アルキニルアミノ、シクロ
アルキルアミノ、アルキルチオ、ハロアルキルチオ、アルケニルチオ、アルキニルチオ、
シクロアルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルキルカルボニル
、アルコキシイミノアルキル、アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミ
ノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、アルキルアミノス
ルホニル、アルキルスルホニルアミノ、アルキルカルボニルアミノ、アルケニルカルボニ
ルアミノ、アルキニルカルボニルアミノ、シクロアルキルカルボニルアミノ、アルコキシ
カルボニルアミノ、アルキルチオカルボニルアミノ、ビシクロアルキル、アリール、アリ
ールオキシ、ヘテロアリール及びヘテロアリールオキシ（ここで、該置換基は、独立して
、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、アルキル及びハロアルキルから選
択される）の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２１は、水素、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル
、シクロアルキルアルキル、シアノアルキル、アルキルカルボニル、アルケニルカルボニ
ル、ハロアルキルカルボニル、ハロアルケニルカルボニル、アルコキシアルキル、アルコ
キシカルボニル、アルキルスルホニル及びハロアルキルスルホニルの群から選択されるラ
ジカルであり；
　Ｒ２３は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケ
ニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、シクロアルキルオキシ、アル
キルチオアルキル、アルケニルチオアルキル、シアノアルキル及びアルコキシアルキルの
群から選択されるラジカルであり；
又は、
　Ｒ２が、（ｃ）又は（ｆ）のラジカルのうちの１つである場合は、
　Ｒ２２とＲ２３は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒
素、酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい
）を形成し；及び、
　Ｒ２４は、水素であるか、又は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフ
ェニルアルキルの群から選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであ
り；及び、
　Ｒ２５は、水素であるか、又は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフ
ェニルアルキルの群から選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであ
り；
　Ｒ２７は、水素又はアルキルであり；及び、
　Ｒ２６は、水素、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル
、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アルキルスルファニル、ハロアルキル
スルファニル、アルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、アルキルスルホニル
、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル
及びシアノアルキルの群から選択されるラジカルである〕
で表される化合物、及び、式（Ｉ）〔式中、
　Ａは、Ａラジカル（Ａ－ａ）
【化１４】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
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であり；及び、
　Ｇ１は、Ｎ又はＣ－Ｂ１であり；
　Ｂ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハ
ロアルコキシ、並びに、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル及びシク
ロアルケニルの群から選択されるラジカルであり；
　Ｂ２は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハ
ロアルコキシ、並びに、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル及びシク
ロアルケニルの群から選択されるラジカルであり；
　Ｔは、酸素又は電子対であり；
　Ｑは、酸素又は硫黄であり；
　Ｒ１は、水素、アルキル、アルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２は、（ａ）下記Ｂラジカル：
【化１５】
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［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
のうちの１つであり；
ここで、
　Ｇ２は、水素であるか、又は、以下の群から選択されるラジカルであり：ハロゲン、ニ
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トロ、アミノ、シアノ、アルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アル
キル、ハロアルキル、飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキル
は、置換されていてもよく、及び、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）、シ
クロアルキルアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、ハロゲン化
アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキル
スルホニルアルキル、ハロアルキルチオアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、
ハロアルキルスルホニルアルキル、ビス（アルコキシ）アルキル、ビス（ハロアルコキシ
）アルキル、アルコキシ（アルキルスルファニル）アルキル、アルコキシ（アルキルスル
フィニル）アルキル、アルコキシ（アルキルスルホニル）アルキル、ビス（アルキルスル
ファニル）アルキル、ビス（ハロアルキルスルファニル）アルキル、ビス（ヒドロキシア
ルキルスルファニル）アルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル
、α－ヒドロキシイミノアルコキシカルボニルアルキル、α－アルコキシイミノアルコキ
シカルボニルアルキル、Ｃ（Ｘ２）ＮＲ３Ｒ４、ＮＲ６Ｒ７、アルキルチオ、アルキルス
ルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、ハロ
アルキルスルホニル、ヘテロシクリルラジカル［ジオキサニル、ジオキソラニル、ジオキ
セパニル、ジオキソカニル、オキサチアニル、オキサチオラニル、オキサチエパニル、オ
キサチオカニル、ジチアニル、ジチオラニル、ジチエパニル、ジチオカニル、オキサチア
ニルオキシド、オキサチオラニルオキシド、オキサチエパニルオキシド、オキサチオカニ
ルオキシド、オキサチアニルジオキシド、オキサチオラニルジオキシド、オキサチエパニ
ルジオキシド、オキサチオカニルジオキシド、モルホリニル、トリアゾリノニル、オキサ
ゾリニル、ジヒドロオキサジアジニル、ジヒドロジオキサジニル、ジヒドロオキサゾリル
、ジヒドロオキサジニル及びピラゾリノニル（ここで、これらは、これらに関する限り、
同様に、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ及びアルコキシアルキルで置換されていて
もよい）］、フェニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、シ
アノ、ニトロ、アルキル及びハロアルキルで置換されていてもよい）、ヘテロアリールラ
ジカル［ピリジル、ピリジルＮ－オキシド、イミダゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、
チアゾリル、フラニル、チエニル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサジアゾリル、チ
アジアゾリル、ピラジニル、トリアジニル、テトラジニル及びイソキノリニル（ここで、
これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、
アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチオ、アルキルチオアルキ
ル及びシクロアルキルで置換されていてもよい）］、及び、ヘテロアリールアルキルラジ
カル［トリアゾリルアルキル、ピリジルアルキル、ピリミジルアルキル及びオキサジアゾ
リルアルキル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン及びアルキル
で置換されていてもよい）］；又は、
　Ｒ２は、（ａａ）　下記Ｂラジカル：
【化１６】
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［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
のうちの１つであり；
ここで、
　Ｇ２は、ハロゲン、ニトロ、アミノ、シアノ、アルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、
ジアルキルアミノ、飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは
、置換されていてもよく、及び、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）、シク
ロアルキルアルキル、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、ハロゲン化アルコキシアル
キル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアル
キル、ハロアルキルチオアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、ハロアルキルス
ルホニルアルキル、ビス（アルコキシ）アルキル、ビス（ハロアルコキシ）アルキル、ア
ルコキシ（アルキルスルファニル）アルキル、アルコキシ（アルキルスルフィニル）アル
キル、アルコキシ（アルキルスルホニル）アルキル、ビス（アルキルスルファニル）アル
キル、ビス（ハロアルキルスルファニル）アルキル、ビス（ヒドロキシアルキルスルファ
ニル）アルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、α－ヒドロキ
シイミノアルコキシカルボニルアルキル、α－アルコキシイミノアルコキシカルボニルア
ルキル、Ｃ（Ｘ２）ＮＲ３Ｒ４、ＮＲ６Ｒ７、アルキルチオ、アルキルスルフィニル、ア
ルキルスルホニル、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホ
ニル、ヘテロシクリルラジカル［ジオキサニル、ジオキソラニル、ジオキセパニル、ジオ
キソカニル、オキサチアニル、オキサチオラニル、オキサチエパニル、オキサチオカニル
、ジチアニル、ジチオラニル、ジチエパニル、ジチオカニル、オキサチアニルオキシド、
オキサチオラニルオキシド、オキサチエパニルオキシド、オキサチオカニルオキシド、オ
キサチアニルジオキシド、オキサチオラニルジオキシド、オキサチエパニルジオキシド、
オキサチオカニルジオキシド、モルホリニル、トリアゾリノニル、オキサゾリニル、ジヒ
ドロオキサジアジニル、ジヒドロジオキサジニル、ジヒドロオキサゾリル、ジヒドロオキ
サジニル及びピラゾリノニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、アルキ
ル、ハロアルキル、アルコキシ及びアルコキシアルキルで置換されていてもよい）］、フ
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ェニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、シアノ、ニトロ、
アルキル及びハロアルキルで置換されていてもよい）、ヘテロアリールラジカル［イミダ
ゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、フラニル、チエニル、トリアゾリル、テトラゾリル
、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、ピラジニル、トリアジニル、テトラジニル及びイ
ソキノリニル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に、ハロゲン、ニトロ、ア
ルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチ
オ、アルキルチオアルキル及びシクロアルキルで置換されていてもよい）］、及び、ヘテ
ロアリールアルキルラジカル［トリアゾリルアルキル、ピリジルアルキル、ピリミジルア
ルキル及びオキサジアゾリルアルキル（ここで、これらは、これらに関する限り、同様に
、ハロゲン及びアルキルで置換されていてもよい）］の群から選択されるラジカルであり
；
又は、
　Ｇ２は、Ｒ２が（ａ）又は（ａａ）に記載されているラジカルのうちの１つである場合
は、さらに、

【化１７】

［ここで、破線は、Ｂラジカルへの結合を示している］
の群から選択されるＣラジカルであり；
又は、
　Ｒ２は、（ｃ）　式

【化１８】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｄ）　式
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【化１９】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｅ）　（Ｆ－２）～（Ｆ－１１）

【化２０】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＦラジカルであり；又は、
　Ｒ２は、（ｆ）　式

【化２１】



(21) JP 2017-537916 A5 2019.1.17

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；
　Ｘは、酸素又は硫黄であり；
　Ｘ２は、酸素、硫黄又はＮＯＨであり；
　Ｌは、酸素又は硫黄であり；
　Ｖ－Ｚは、Ｒ２４ＣＨ－ＣＨＲ２５又はＲ２４Ｃ＝ＣＲ２５であり；
　ｎは、１又は２であり；
　ｍは、１、２、３又は４であり；
　Ｒ３は、水素又はアルキルであり；
　Ｒ４は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシ
カルボニルアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキル
スルホニルアルキル、アリール、アリールアルキル及びヘタリールアルキルの群から選択
されるラジカルであり；又は、
　Ｒ３とＲ４は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒素、
酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい）を
形成し；
　Ｒ６は、水素又はアルキルであり；
　Ｒ７は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルキルアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルキル、アル
キルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、アル
コキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキルチオアルキル、アリール、
アリールアルキル及びヘタリールアルキルの群から選択されるラジカルであり；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒素、
酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい）を
形成し；
　Ｒ８は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルコキシ、ハロアルコキ
シ、アルケニル、アルコキシアルキル、いずれの場合にもハロゲンで置換されていてもよ
いアルキルカルボニル及びアルキルスルホニル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコ
キシカルボニル、並びに、ハロゲン－、アルキル－、アルコキシ－、ハロアルキル－及び
シアノ－で置換されていてもよいシクロアルキルカルボニル、又は、カチオン、又は、ア
ルキル－若しくはアリールアルキル－で置換されていてもよいアンモニウムイオンの群か
ら選択されるラジカルであり；
　Ｒ９は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル及びアルキニル
、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキルアルキル及び
シクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接
してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含んでいて
もよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリール、アリール
アルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいアミノ基の群から
選択されるラジカルであり；
　Ｒ１０は、水素又はアルキルであり；
　（Ｃ－２）ラジカル及び（Ｆ－２）ラジカルにおけるＲ８とＲ１０は、それらが結合し
ている窒素原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（ここで
、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素
の群から選択される少なくとも１個のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカ
ルボニル基を含んでいてもよい）であることもでき；
　（Ｃ－２）ラジカル及び（Ｆ－２）ラジカルにおけるＲ９とＲ１０は、それらが結合し
ているＮ－Ｓ（Ｏ）ｎ基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環
（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）
及び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１の
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カルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１１は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アル
キニルオキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルケニルオキシ、シク
ロアルキルアルコキシ、アルキルチオ、アルケニルチオ、フェノキシ、フェニルチオ、ベ
ンジルオキシ、ベンジルチオ、ヘテロアリールオキシ、ヘテロアリールチオ、ヘテロアリ
ールアルコキシ及びヘテロアリールアルキルチオの群から選択されるいずれの場合にも置
換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１２は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アル
キニルオキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルケニルオキシ、シク
ロアルキルアルコキシ、アルキルチオ、アルケニルチオ、フェノキシ、フェニルチオ、ベ
ンジルオキシ、ベンジルチオ、ヘテロアリールオキシ、ヘテロアリールチオ、ヘテロアリ
ールアルコキシ及びヘテロアリールアルキルチオの群から選択されるいずれの場合にも置
換されていてもよいラジカルであり；
　（Ｃ－３）ラジカル及び（Ｆ－３）ラジカルにおけるＲ１１とＲ１２は、それらが結合
しているリン原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい５～７員の環（ここ
で、該環は、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び硫黄の群
から選択される１個又は２個のヘテロ原子を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１３は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフェニルアルキルの群か
ら選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１４は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフェニルアルキルの群か
ら選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであり；
　Ｒ１５は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル及びアルキニ
ル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキルアルキル及
びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣
接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原子を含んでい
てもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリール、アリー
ルアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいアミノ基の群か
ら選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－６）ラジカル及び（Ｆ－６）ラジカルにおけるＲ８とＲ１５は、それらが結合し
ているＮ－Ｓ（Ｏ）ｎ基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環
（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）
及び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１の
カルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１６は、水素、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルコキシ、アル
ケニル及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロ
アルキルアルキル及びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原
子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘ
テロ原子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテ
ロアリール、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていても
よいアミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－７）ラジカル及び（Ｆ－７）ラジカルにおけるＲ８とＲ１６は、それらが結合し
ている窒素原子と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（ここで
、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素
の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカルボニ
ル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；
　Ｒ１７は、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、アルコキシ、アルケニル
及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアルキ
ルアルキル及びシクロアルケニル（ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、
互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択される少なくとも１個のヘテロ原
子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されていてもよいアリール、ヘテロアリ
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ール、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキル、並びに、置換されていてもよいア
ミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　（Ｃ－８）ラジカル及び（Ｆ－８）ラジカルにおけるＲ８とＲ１７は、それらが結合し
ているＮ－Ｃ（Ｘ）基と一緒に、飽和又は不飽和の置換されていてもよい４～８員の環（
ここで、該環は、硫黄、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及
び窒素の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子並びに／又は少なくとも１のカ
ルボニル基を含んでいてもよい）を形成することもでき；及び、
　Ｒ２が、（ｆ）に記載されているラジカルのうちの１つである場合は、
　Ｒ２２は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルケニル、ハロアルケ
ニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルコキシ、ハロアルコキシ、ハロゲンで置換され
ていてもよいアルコキシアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいビス（アルコキシ）
アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルファニルアルキル、ハロゲンで
置換されていてもよいアルキルカルボニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいア
ルキルスルフィニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルホニルアル
キル、ジアルキルアミノスルファニルアルキル、ジアルキルアミノスルフィニルアルキル
、ジアルキルアミノスルホニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコキシカ
ルボニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキニルオキシ、ジアルキルアミ
ノカルボニルアルキル、Ｎ－アルキル－Ｎ－シクロアルキルアミノカルボニルアルキル、
ヘテロシクリルカルボニルアルキル、アルキルスルファニル、ハロアルキルスルファニル
、アルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキ
ルスルホニル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、ハロゲン、シアノ、ニト
ロ、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキ
シカルボニル、ハロアルコキシカルボニル又はヘタリール（ここで、該ヘタリールは、そ
れに関する限り、アルキル又はハロゲンで置換されていてもよい）で置換されていてもよ
い）、シクロアルキルアルキル（ここで、該シクロアルキルアルキルは、ハロゲン、シア
ノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、
アルコキシカルボニル、ハロアルコキシカルボニル又はヘタリール（ここで、該ヘタリー
ルは、それに関する限り、アルキル又はハロゲンで置換されていてもよい）で置換されて
いてもよい）、置換されていてもよいヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキル（ここで
、該ヘテロシクリルアルキルは、ハロゲン、シアノ（アルキル部分にある場合を包含する
）、ニトロ、ヒドロキシル、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル（ここで、該シク
ロアルキルは、置換されていてもよい）、アルコキシ、ハロアルコキシ、アルキルチオ、
ハロアルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルスルフィ
ニル、ハロアルキルスルホニル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキル
カルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アルコキシアルキル、ハロアルコキシ
アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキルアルキル、アルキルカルボニル、ア
ルコキシカルボニル又はアミノカルボニルで置換されていてもよい）、アリール（ここで
、該アリールは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、アルキル、ハロア
ルキル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、置換されていてもよい）、アル
コキシ又はハロアルコキシで置換されていてもよい）、アリールアルキル（ここで、該ア
リールアルキルは、ハロゲン、シアノ（アルキル部分にある場合を包含する）、ニトロ、
ヒドロキシル、アミノ、アルキル、シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、置換
されていてもよい）、ハロアルキル、アルコキシ又はハロアルコキシで置換されていても
よい）、ヘタリールアルキル（ここで、該ヘタリールアルキルは、ハロゲン、シアノ（ア
ルキル部分にある場合を包含する）、ニトロ、ヒドロキシル、アルキル、ハロアルキル、
シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、置換されていてもよい）、アルコキシ、
ハロアルコキシ、アルキルチオ、ハロアルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルス
ルホニル、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、アミノ、アルキルアミ
ノ、ジアルキルアミノ、アルキルカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アル
コキシアルキル、ハロアルコキシアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキルア
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ルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル又はアミノカルボニルで置換されて
いてもよい）の群から選択されるラジカルであり；及び、
　Ｒ２が、（ｃ）、（ｄ）又は（ｆ）に記載されているラジカルのうちの１つである場合
は、
　Ｒ２２は、さらに、（Ｄ－１）～（Ｄ－３）
【化２２】

の群から選択されるＤラジカルであり；
ここで、
　Ｒは、ＮＲ１８Ｒ１９であるか、又は、以下の群から選択されるいずれの場合にも置換
されていてもよいラジカルであり：アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアル
キル、アルキル－Ｓ－アルキル、アルキル－Ｓ（Ｏ）－アルキル、アルキル－Ｓ（Ｏ）２

－アルキル、Ｒ１８－ＣＯ－アルキル、ＮＲ１８Ｒ１９－ＣＯ－アルキル、シクロアルキ
ル、シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルアルキル、ヘテロシ
クリル、ヘテロシクリルアルキル、フェニル、フェニルアルキル、ヘタリール、及び、ヘ
タリールアルキル；
　Ｘ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル
、アルコキシ及びハロアルコキシの群から選択されるラジカルであり；
　Ｙ３は、水素、ハロゲン、シアノ、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルコ
キシ、ハロアルコキシ及びＮＲ２０Ｒ２１の群から選択されるラジカルであり；
　Ｗは、Ｓ、ＳＯ及びＳＯ２の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ１８は、水素、ヒドロキシル、いずれの場合にも置換されていてもよいアルキル、ア
ルコキシ、アルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル
、アルキルスルホニルアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルケニ
ル及びアルキニル、いずれの場合にも置換されていてもよいシクロアルキル、シクロアル
キルアルキル、シクロアルケニル及びシクロアルケニルアルキル（ここで、該環は、硫黄
、酸素（ここで、酸素原子は、互いに直接隣接してはならない）及び窒素の群から選択さ
れる少なくとも１個のヘテロ原子を含んでいてもよい）、いずれの場合にも置換されてい
てもよいアリール、アリールアルキル、ヘテロアリール及びヘテロアリールアルキル、並
びに、置換されていてもよいアミノ基の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ１９は、水素の群から選択されるラジカルであるか、又は、アルカリ金属イオン若し
くはアルカリ土類金属イオンであるか、又は、Ｃ１－Ｃ４－アルキルで１～４置換されて
いてもよいアンモニウムイオンであるか、又は、アルキル、アルコキシ、アルコキシアル
キル、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル及びアルキルスルホニルア
ルキルの群から選択されるいずれの場合にもハロゲン－若しくはシアノ－で置換されてい
てもよいラジカルであり；及び、
　Ｒ２が、（ｆ）に記載されているラジカルのうちの１つである場合は、
　Ｒ２２は、さらに、（Ｅ－１）～（Ｅ－１１）



(25) JP 2017-537916 A5 2019.1.17

【化２３】

及び、（Ｅ－１８）～（Ｅ－５１）
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【化２４】
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の群から選択されるＥラジカルであり；
　Ｒ２０は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、並びに、いずれ
の場合にも置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、
シクロアルキルアルキル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、シクロア
ルキルオキシ、アルキルカルボニルオキシ、アルケニルカルボニルオキシ、アルキニルカ
ルボニルオキシ、シクロアルキルカルボニルオキシ、アルコキシカルボニルオキシ、アル
キルスルホニルオキシ、アルキルアミノ、アルケニルアミノ、アルキニルアミノ、シクロ
アルキルアミノ、アルキルチオ、ハロアルキルチオ、アルケニルチオ、アルキニルチオ、
シクロアルキルチオ、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルキルカルボニル
、アルコキシイミノアルキル、アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミ
ノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、アルキルアミノス
ルホニル、アルキルスルホニルアミノ、アルキルカルボニルアミノ、アルケニルカルボニ
ルアミノ、アルキニルカルボニルアミノ、シクロアルキルカルボニルアミノ、アルコキシ
カルボニルアミノ、アルキルチオカルボニルアミノ、ビシクロアルキル、アリール、アリ
ールオキシ、ヘテロアリール及びヘテロアリールオキシ（ここで、該置換基は、独立して
、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、アルキル及びハロアルキルから選
択される）の群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２１は、水素、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル
、シクロアルキルアルキル、シアノアルキル、アルキルカルボニル、アルケニルカルボニ
ル、ハロアルキルカルボニル、ハロアルケニルカルボニル、アルコキシアルキル、アルコ
キシカルボニル、アルキルスルホニル及びハロアルキルスルホニルの群から選択されるラ
ジカルであり；
　Ｒ２３は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケ
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ニル、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、シクロアルキルオキシ、アル
キルチオアルキル、アルケニルチオアルキル、シアノアルキル及びアルコキシアルキルの
群から選択されるラジカルであり；
又は、
　Ｒ２が、（ｆ）に記載されているラジカルのうちの１つである場合は、
　Ｒ２２とＲ２３は、それらが結合している窒素原子と一緒に、環（ここで、該環は、窒
素、酸素及び硫黄の群から選択される１個以上のさらなるヘテロ原子を含んでいてもよい
）を形成し；及び、
　Ｒ２４は、水素であるか、又は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフ
ェニルアルキルの群から選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであ
り；及び、
　Ｒ２５は、水素であるか、又は、アルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル及びフ
ェニルアルキルの群から選択されるいずれの場合にも置換されていてもよいラジカルであ
り；
　Ｒ２７は、水素又はアルキルであり；及び、
　Ｒ２６は、水素、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル
、シクロアルキルアルキル、アルコキシアルキル、アルキルスルファニル、ハロアルキル
スルファニル、アルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、アルキルスルホニル
、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル
及びシアノアルキルの群から選択されるラジカルである〕
で表される化合物。
【請求項２】
　Ａが、
【化２５】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
であり；
　Ｇ１が、Ｃ－Ｂ１であり；
　Ｂ１が、水素であり；
　Ｂ２が、水素であり；
　Ｔが、電子対であり；
　Ｑが、硫黄であり；
　Ｒ１が、水素であり；
　Ｒ２が、
【化２６】
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［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＢラジカルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｂ）　（Ｄ－２）
【化２７】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
であり；又は、
　Ｒ２が、（ｃ）　式

【化２８】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｆ）　式
【化２９】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｇ）　式
【化３０】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；
　Ｇ２が、水素であるか、又は、以下の群から選択されるラジカルであり：Ｃ１－Ｃ４－
アルキル、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、及び、ピリミジル；
　Ｇ３が、水素、ハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルの群から選択されるラジカルであり
；
　Ｘが、酸素であり；
　Ｘ１が、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル及びエチルの群から選択されるラジカルで
あり；
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　Ｒが、１、２、３、４又は５のフッ素－又は塩素－で置換されていてもよいＣ１－Ｃ４

－アルキルであり；
　Ｗが、Ｓ、ＳＯ及びＳＯ２の群から選択されるラジカルであり；
　Ｙ３が、水素、メチル及びエチルの群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２２が、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフル
オロエチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、シクロプロピルメチル、シクロプロピ
ルエチル、シクロブチルメチル、アリールメチル、アリールエチル及びピリジルメチルの
群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ２２が、（Ｄ－１）又は（Ｄ－２）
【化３１】

であり；
　Ｒ２３が、水素又はＣ１－Ｃ６－アルキルであり；
又は、
　Ｒ２２とＲ２３が、それらが結合している窒素原子と一緒に、さらに、モルホリニルで
ある；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項３】
　Ａが、Ａラジカル

【化３２】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
であり；
　Ｇ１が、Ｎ又はＣ－Ｂ１であり；
　Ｂ１が、水素及びフッ素の群から選択されるラジカルであり；
　Ｂ２が、水素であり；
　Ｔが、電子対であり；
　Ｑが、硫黄であり；
　Ｒ１が、水素であり；
　Ｒ２が、（ａ）
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【化３３】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
の群から選択されるＢラジカルであり；
ここで、
　Ｇ２が、水素であるか、又は、以下の群から選択されるラジカルであり：Ｃ１－Ｃ４－
アルキル、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－
アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ハロゲン化Ｃ１－Ｃ４

－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、
Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル；又は、
　Ｒ２が、（ａａ）　Ｂラジカル

【化３４】

であり；
ここで、
　Ｇ２が、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル又はハロゲン化Ｃ１－Ｃ４

－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｃ）　式
【化３５】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
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で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｄ）　式
【化３６】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；又は、
　Ｒ２が、（ｆ）　式
【化３７】

［ここで、破線は、式（Ｉ）で表される二環式系の炭素原子への結合を示している］
で表されるラジカルであり；
　Ｘが、酸素であり；
　Ｒ２２が、Ｄラジカル

【化３８】

であり；
ここで、
　Ｒが、いずれの場合にも１、２、３、４若しくは５のフッ素－若しくは塩素－で置換さ
れていてもよいか又は１若しくは２のシアノ－で置換されていてもよいＣ１－Ｃ４－アル
キルであり；
　Ｘ１が、水素、メチル又はフッ素であり；
　Ｗが、Ｓ、ＳＯ及びＳＯ２の群から選択されるラジカルであり；
　Ｙ３が、水素又はメチルであり；
　Ｒ２２が、Ｒ２が（ｆ）である場合には、さらに、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ
－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２
－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロエチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル
、シクロプロピルメチル、シクロプロピルエチル、シクロブチルメチル、フェニルメチル
、フェニルエチル及びピリジルの群から選択されるラジカルであり；及び、
　Ｒ２３が、水素及びＣ１－Ｃ６－アルキルの群から選択されるラジカルである；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項４】
　組成物であって、請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される少なくとも１種
類の化合物並びに慣習的な増量剤及び／又は界面活性剤を含んでいることを特徴とする、
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前記組成物。
【請求項５】
　有害生物を防除するための、請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される化合
物又は請求項４に記載の組成物の使用。
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